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論文の内容の要旨

　超伝導体は磁場中では超伝導状態を形成する為に必要なCooper－pa虻が破壊されるため，超伝導は抑制さ

れる事が知られている。強磁性と超伝導は同じ理由で2つの秩序状態は同時に共存できないとされてきた。

様々な物質で強磁性と超伝導の共存について調べられてきたが，理論的には，共存の可能性を指摘する説も

あるが，実験的にはこれまでのところ，その事実は確認されていない。強磁性に対して，反強磁性では共存

が可能であり，多くの場合，実験的にもこの事実は確立している。Do，Rai　Phuc君はこの問題を，高温超

伝導と強磁性が同時に発現可能な系としてR双Sr。肥C叫O。系（肥＝Gdの場合，（反）強磁性転移点136K

超伝導転移点45K）に着目し，Ruの反強磁性（あるいは僅かな強磁性成分を持つ反強磁性）状態がゼロ磁

場では超伝導と共存し，高磁場中では磁場誘起された強磁性Ru磁気モーメントが超伝導状態と共存してい

る事を明らかにした。また，この物質は特に超伝導状態を実現するためには高温における酸素雰囲気中で数

週聞の熱処理が必要であり，極めて合成が難しいが，ねばり強く実験を繰り返し，REがGd（これは1999

年に既に発見されていた）以外に，さらに合成が困難な肥＝S㎜，Euを世界で初めて超伝導化した。（反）

強磁性転移点はそれぞれ，146K，136Kであり，超伝導転移点は（抵抗ゼロ点）それぞれ12K，17Kである。

これらの物質の電気的，磁気的」性質も系統的に測定し，高磁場ではGdの場合と同様に誘起強磁性状態と超

伝導の共存が確認された。特に，R亙＝Euの場合，磁性元素は馳のみであるので強磁性状態が正確に求ま

り，馳原子は約1岬の磁気モーメントを持つことが明らかにされた。そのほか，2．1GPaまでの高圧申での

電気抵抗の測定，低温から常温までの幅広い温度領域での比熱の測定，55Tまでの強磁場申での磁化測定な

ど，幅広い研究を行い，この物質の電気的，磁気的特性を実験的に明らかにし，超伝導状態が（誘起）強磁

性秩序状態と共存することを確立した。

　これまで多くの研究は多結晶体での実験であり，単結晶による実験はない。詳細な物性実験には単結晶が

必要不可欠である。このような観点から，Do，H出Ph㏄君はこの困難な物質の単結晶育成を目指して，高
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温における相図を示差熱分析装置（DSC）や急冷法，浮遊帯溶融法により，EPMAを用いて詳細な分析を行い，

R双Sr．GdC叫O。相の析出反応過程をほぼ明らかにした。

審査の結果の要旨

　本論文は新しい磁性超伝導物質である馳Sr。肥C叫O。系において，超伝導と磁場誘起強磁性が同一物質中

で共存する事を，詳細な電気的，磁気的，熱的な研究を通して明確に実証した研究として高く評価される。

また，合成が極めて困難なこの物質に於いて，RE＝S㎜，趾の場合，世界で初めて合成に成功し，RE＝

Gdの場合，高温におけるこの物質の相図を決定したことは，この分野における今後の研究発展に対する極

めて重要な貢献として高く評価される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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